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我が国では、都市部から僻地 。遠隔地まで、より良い医療 実現 させ めに、医
療を評価 し改善させるための様々な概念や取 り組みが提唱されている。しかしながら、
患者ではなく一般住民の求める理想の医療について言及 した文献は世界的にも少な
く、また、地勢学的な視点から地域と医療資源や、地域住民とその医療の理想像につ
いて、関連性を明確に示 している研究はない。そこで本研究では、日本を構成する代
表的な地域の住民にインタビューを実施 し、各地の理想の医療像について、共通点と
相違点を地勢学的な視′点から明示することを目的とした。
方法は、日本の代表的地域 として、「都心」、「地方都市」、「山村・漁村」、「離島」の
4地域を設定し、そこに20年以上継続 して居住 している住民を封象とした半構造化グ
ループインタむューを実施 した。データ解析は、研究者が様々な状況を考慮 して参加
者の心の声 (考えや意見)を聴取 し分析する最適の方法である、構成主義的グラウン
デッド・セオリー (cbnstructivist grounded theory)法を用いて行った。
その結果、主要な8概念、<レベルの高い医療 >、 <不要な医療の除外 >、 <少な
い経済的 。時間的負担>、 <いつでも診てもらえる安心>、 <医療関係者への信頼 >、
<地域での生活の支援 >、 <地域に見合った医療 >、 <医療からの自立>が存在する
ことが分かった。これ らと地域との関連を分析 したところ、4地域に共通のイうモ念と、
地域に特徴的な概念が存在 し、理想的な医療像が地域によらて異なることが分かつた。
<レベルの高い医療><不要な医療の除外><少ない経済的 。時間的負担>は都市部
であるほど高く、<地域での生活の支援><地域に見合った医療><医療からの自立
>は地方であるほど高かった。<医療関係者への信頼><いつでも見てもらえる安心
>については、4地域に共通 して必要であると考えられていた。
以上のことから、都市部では医療サービス内容の満足をより強く求め、地方では生
活を守 り存続させる医療をより強く求めるとい う違いが見られた。これは都市部での
<レベルの高い医療>などの概念が、地方では<地域に見合った医療>などに置き換
わり、住民同士の支え合いや健康増進を意識 。実行 し、住民自治を志向していること
を示唆 している。これ らの地域による違いは、住民が自らの地域の医療事情に適応 し
ている結果であると考えられ、社会的資源 と健康との関連性に関する先行研究の結果
とも矛盾はなかつた。
本論文は、地勢学的な観点から地域 と理想の医療像との関係を明らかにした初めて
の報告であり、地域のニーズに合った医療を全国で実現することに貢献できる意義あ
る論文である。よつて、本学学位論文として十分価値のあるものと認める。
(平成 27年11月2日)
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イ 福井大学医学系研究科博士論文審査実施細則第 12条第2項の規定により免除する。
2学位論文の関連分野についての試間の結果の要旨
上記の者に対し, により,学位論文を中心とした関連分野について試問
筆 答
を行つた結果 合格  と判定した。
3専攻学術全般の試問の結果の要旨
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合格 と判定 した。
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め る
検討の結果,博士課程を修了した者と同等以上の学力を有すると
認めない。
